
２００９年１月、従来の白熱電球や蛍光型電球

に代わる電球として「省電力・長寿命」をう

たった LED電球（一般電球型）が発売され

ました。発売当初は１銘柄しかなく、価格は

１万円近くでしたが、その年の秋に１メー

カーが参入し、価格が４，０００円程度に下がり

ました。そこで、この２銘柄の LED電球と

蛍光型電球、白熱電球について性能や寿命な

どをテストしました。

テスト品目

�LED電球 ２銘柄

�比較品 蛍光型電球 １銘柄

白熱電球 １銘柄

テスト結果

○照度（明るさ）

１．０ｍ直下の照度（ルクス）を測定したと

ころ、LED電球（№１）は７４ルクスで、LED

電球（№２）は９６ルクスでした。

蛍光型電球は８５ルクス、白熱電球は８９ルク

スでした。LED電球は蛍光型電球や白熱電

球と比べ、直下の照度に関しては大差ありま

せん。

ただし、LED電球は写真のように上半分

（口金側）が構造上、発光しないので直下に

光が集中する傾向があります。従って、上の

方や周囲への発光は白熱電球や蛍光型電球よ

り劣り、部屋全体の明るさを比較すると暗く

感じます。

○寿命および照度の減衰

連続で点灯した場合、白熱電球は１，０８０時

間（表示１，０００時間）、蛍光型電球は５，７５０時

間（表示６，０００時間）で表示に近い時間で切

れました。

また、白熱電球は寿命間

近の照度は約８１％、蛍光型

電球は６９％に低下しまし

た。

LED電 球（表 示４０，０００

時間）は２銘柄ともテスト

開始から約１年になります

が点灯し続けています。テ

スト開始から１，０００時間ご

とに照度を測定しています

が、ほとんど初期と同じ照

度で減衰は今のところあり

ません。

○即時点灯（すぐに明るい）

点灯した直後すぐに一定

の照度が得られるかをテス

トしました。

蛍光型電球は始め暗く、

明るくなるのに室温２０℃で

約３分かかりました。室温

を下げると更に時間が長くかかりました。

それに対し LED電球および白熱電球は点

灯直後すぐに明るくなりました。また室温を

下げても同様でした。

○消費電力

LED電球（№１）の消費電力は７．８Ｗ、LED

№１ LED電球

№２ LED電球

№３ 蛍光型電球

№４ 白熱電球

消費電力

LED電球 蛍光型電球 白熱電球

経済性に優れ、長寿命！
～LED電球のテスト～
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電球（№２）は６．９Ｗでした。

蛍光型電球は１２．１Ｗなので比較すると大き

な省エネにはなりませんが、白熱電球の場合

は５５．５Ｗなので LED電球に交換すると約８

分の１の省エネ効果が期待できます。

○経済性

１日に８時間点灯した場合の１年間の維持

費（電球代と電気代）を算出したところ、LED

電球は７５３円（２銘柄の平均）、蛍光型電球は

１，１５６円、白熱電球は３，９３４円となりました。

１０年間使用した場合、白熱電球と比較する

と約３２，０００円も経済的です。

○低温試験

LED電球の推奨使用周囲温度は№１が５

～４０℃、№２は５～３５℃になっています。

仕様範囲外のマイナス温度での使用を想定し

て１日に８時間、－２０℃で１週間テストしま

した。その結果、故障や性能の低下は見られ

ませんでした。

○電球の温度

LED電球の発光部分は約３０℃で、口金付

近は約５０℃になりました。それに対し白熱電

球は電球部分が約１００℃、口金付近が約１２０℃

と熱くなりました。また、蛍光型電球は電球

部分が約６０℃、口金付近は約７０℃でした。

まとめとアドバイス

�LED電球の消費電力は、蛍光型電球の約
３分の２程度ですが、白熱電球と比べた場

合、約８分の１になります。白熱電球を LED

電球に交換した場合、大きな省エネ効果が期

待できます。

�蛍光型電球と違い、LED電球は室温に関
係なく点灯時すぐに明るくなります。従って

トイレや玄関、廊下などに適しています。

�寿命試験はテストを開始して約１年になり
ますが、照度の減衰もほとんどなく点灯し続

けています。寿命が長いので、高いところや

電球交換が不便な場所に適しています。

�LED電球の場合、発光部分はあまり熱く
なりませんが、白熱電球は１００℃以上になる

ので注意が必要です。

�－２０℃でも LED電球は問題なく点灯しま
したが、結露が発生すると後に故障の原因と

なることも予想されるのでメーカー推奨温度

範囲内での使用が望まれます。

�LED電球には調光機能の付いた照明器具
には使用できない機種もありますので注意が

必要です。

�現在は LED電球メーカーも数多く増え、
価格も２，０００～２，５００円に下がっています。

●テスト結果一覧

№ 商品名(型式) メーカー
１．０ｍ
直下の照度
（ルクス）

即時
点灯

消費電力
（Ｗ）

電気代
（円／ｈ）

寿命時間
（ ）は表示

電球
温度
（℃）

購入
金額
（円）

テ
ス
ト
品

LED
電球

１
LED電球

「６００シリーズ」
（DL-L６０１L）

シャープ㈱ ７４ ○ ７．８ ０．１７ 点灯中※
（４０，０００） ５１ ３，９８０

２
LED電球
E-CORE

（LEL-AW６L/２）
東芝ライテック㈱ ９６ ○ ６．９ ０．１５ 点灯中※

（４０，０００） ４８ ３，８８０

比
較
品

蛍光型
電球 ３

ネオボールＺ
REAL６０ワット形
電球タイプ

（EFA１５EL/１２-R）

東芝ライテック㈱ ８５ △ １２．１ ０．２７ ５，７５０
（６，０００） ６５ ７８０

白熱
電球 ４ シリカ電球６０形

（LW１００V５４W）
パナソニック㈱
ライティング社 ８９ ○ ５５．５ １．２２ １，０８０

（１，０００） １１８ １２６

注）検体購入は２００９年９月、LED及び蛍光型は電球色相当、電球温度は口金付近 ※平成２２年９月２７日現在
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